
岡山畜産便り 1961.10 

乳牛特別事故防止事業について 
農政課技師 田 村 秀 穂 

 

 本県における酪農も数のうえでは、既に２万数千

頭となっており、量的変化は目覚ましいものがあり

ますが、質的変化、すなわち経営の面では、果して

どれだけの向上がみられたでしょうか。 

 経営改善に熱心な方は、必ず記帳をされていると

思いますが、最近の収支はどうでしょう。多分私の

所は黒字になっていると言われるでしょうが、実は

このような黒字の農家は特に熱心な１部分の農家に

過ぎないのです。 

 やはり、岡大の小松先生の提唱されるように 1 年

間、1月間、そして最も大切なことはその日その日の

収支を何等かの物差しで計って技術面についても、

経済面についても反省していくことが大切です。 

 多くの方が、酪農だけの収支は問題ではなく、他

の作物部門の増収が乳牛飼養の大きな魅力である。

と言われますが、これは毎日入ってくる僅かな現金

収入がほんとうの魅力であったり、或いは水田百姓

は良く理解できても酪農はまだよく分かっていない

方ではなかろうかと思います。家畜の中で最も進歩

した乳牛に「糞畜」としての価値をまず見出すよう

な方にとっては、正に乳牛は、猫に小判といった存

在でしかありません。 

 現在酪農が各方面で採り上げられておりますが、

それは国民の生活水準の向上に伴う食生活の構造変

化に対応させようという考え方と、もう１つは国民

経済における二重構造を改善するため、農業の生産

構造を変化させようという考え方の２つのより所が

あるわけです。しかしこの２者は、方法論的に言っ

て必ずしも同質のものではありません。前者だけを

考えれば、諸外国の余った安い酪製品を多量に輸入

したり、又能率のよい専業者の奨励をする方が合理

的であり、農家の酪農などは現在のままでさして問

題にならないと思います。これに反し、特に問題と

なっている後者では、主産地形成、新農村建設、農

業構造問題、農林金融、農協近代化等、総合的見地

から、農政の問題として集中的に酪農の発展のため

の場を造成し、健全な酪農発展を槓杆として農業の

体質改善を図って行こうとしているのです。 

 そういうわけで、皆さん方としても収支を検討し、

その中から個々の経営体としての現時点における切

実な問題提起がなされなければ今後充分な技術的、

行政的指導が行なわれても、それが皆さん方の経営

改善に充分役立って、農業の構造改善についても期

待することができません。 

 そこで手近かな資料を中心に１局面に過ぎません

が、現状を検討してみたいと思います。先ず採算性

の問題ですが、第１図のとおり県平均では赤字経営

になっておりますので、皆さん方ももっとよく現状

について認識し、経営を改善する必要があると思い

ます。赤字経営になる原因としては、第２図のとお
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り、いろいろと考えることができますが、飼料と労

働能率の問題は非常に複雑でありますから、ここで

は繁殖成績と産乳量について考えてみましょう。 

 牛乳の生産状況を乳期別に分析した第３図をみま

すと、泌乳曲線は御承知のように初期において高く、

末期になるほ程能力は減退します。従って生産費は

末期になれば当然赤字部分が大きくなり、経営が苦

しくなるわけで、できるだけ早く種を付けて次期分

娩を早めることにより赤字の期間を短かくする必要

があります。そこで問題は分娩間隔ですが、第４図

のように正常なものなら、毎年分娩させることがで

きますか、40％は 15ヵ月以上もかかっており、これ

では赤字経営もなる程とうなづかれます。 

 現在の酪農の特徴の 1 つとして、乳牛の耐用年数

が短いことが挙げられます。実際搾乳に供し得る期

間は４年に過ぎませんが、第５図でも分るように、

僅か４産程度で廃用にするのは、もったいない話で、

上手に飼えば採算上からみても現在の倍は供用でき

るといわれております。耐用年数が倍になったとし

ますと、資源頭数も倍になるわけで増殖計画も非常

に楽になりますし、農家としても、生産費の 20％を

占める乳牛償却費を半分に引下げることができ、生

産費がそれだけ安くなります。 

 このように繁殖成績が経営に及ぼす影響は大きい

ものがありますが、皆さん方の実情はどうでしょう

か。ここでは単に全体の 56.3％のものが、繁殖障害

関係の症病に毎年罹っている事実を申し上げて皆さ

ん方に検討の具に供しておきます。 

 次は産乳量についてですが、これは乳牛個体の資

質と、農家の飼養管理技術に問題があります。正常

な技術で、それに応じた生産がなされておれば問題

は起らないのですが、いろいろな原因で無理な飼養

管理を行なうため産乳能力に悪影響を及ぼしている

例が多く見受けられます。このような場合、必ず疾

病が産乳能力の低下に先行するので、その状況を第

６図にあげておきましたが、病気に罹る数も率も非

常に増加しており、特に本県の特徴として、罹病率

が全国平均で年 130％のものが、226％と倍近くにも

なっていることです。このことと共に第７図のとお

り直接乳量に影響する病気が多く発生していること
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が指摘できます。これではいかに優秀な牛でも、充

分能力を発揮することはできません。乳牛は弱いの

が当然だと言われる方も多いのですが、それは皆さ

ん方の技術が未熟なために起こったのではないか、

或いは酪農に対する考え方に間違いがなかったかを

充分に反省して、各人各様の結論が出ると思います

が、何らかの解決策を考えて頂きたいものです。 

   

 終りに、このような事故は経営と密接な関係があ

りますので、病気を発見し治療するだけで解決する

とは考えられません。経営改善という基本的な問題

に皆さん方と共にどれだけ近付き得るかということ

が、最も大きなキイポイントになっていることを忘

れずに、大いに努力したいと存じております。 

 問題は大きく広いのですが、県としましても、こ

のような１面を肥えて、特に必要と認められる 25地

区を選定して乳牛の特別事故防止事業を推進してお

りますので、この際進んでこの事業に理解と協力を

頂くようお願いします。 

 


